
科目区分 専門基礎分野 授業科目 解剖生理学Ⅰ 

講師名 2 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：人体の正常な構造と機能を理解する。 

目標： １ 生命を維持する構造と機能を理解する。 

２ 人体の活動を統合する構造と機能を理解する。 

３ 外部環境から防御する構造と機能を理解する。 

４ 種を保存する構造と機能及び老化のしくみを理解する。 

５ 体表からみた人体の構造と機能を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 生体の基礎構造と役割                   （２時間） 

(１) 人体とはどのようなものか 

(２) 人体の素材としての細胞・組織の構造と機能 

(３) 構造と機能から見る人体とホメオスタシス 

２ 栄養の消化と吸収                     （６時間） 

(１) 口・咽頭・食道の構造と機能   (２) 腹部消化管の構造と機能 

(３) 膵臓・肝臓・胆嚢の構造と機能  (４) 腹膜 

３ 呼吸と血液のはたらき                   （４時間） 

(１) 呼吸器の構造  (２) 呼吸  (３) 血液 

４ 血液の循環とその調節                   （８時間） 

(１) 循環器系の構成  (２) 心臓の構造 

(３) 心臓の拍出機能  (４) 末梢循環系の構造 

(５) 血液の循環の調節 (６) リンパとリンパ管 

(７) 体表から触知できる動脈 (８) 体表から触知できる静脈 

５ 体液の調節と尿の生成                   （４時間） 

(１) 腎臓 (２) 排尿路 (３) 体液の調節 

６ 内臓機能の調節                      （６時間） 

(１) 自律神経による調節        (２) 内分泌系による調節 

(３) 全身の内分泌腺と内分泌細胞  (４) ホルモン分泌の調節 

(５) ホルモンによる調節の実際 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門基礎分野 －人体の構造と機能〔１〕－ 解剖生理学 

医学芸術社：新訂版 人体解剖学ビジュアル 

廣川書店：カラースケッチ解剖学 第４版 

医学書院：看護師国家試験 解剖生理学クリアブック 第２版 

医学書院：目で見るからだのメカニズム 第２版 

備考  

 



科目区分 専門基礎分野 授業科目 解剖生理学Ⅱ 

講師名 2 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：人体の正常な構造と機能を理解する。 

目標： １ 生命を維持する構造と機能を理解する。 

２ 人体の活動を統合する構造と機能を理解する。 

３ 外部環境から防御する構造と機能を理解する。 

４ 種を保存する構造と機能及び老化のしくみを理解する。 

５ 体表からみた人体の構造と機能を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 体の支持と運動                      （10 時間） 

(１) 骨格とはどのようなものか  (２) 骨の連結 

(３) 骨格筋             (４) 体幹の骨格と筋 

(５) 上肢の骨格と筋        (６) 下肢の骨格と筋 

(７) 頭頸部の骨格と筋      (８) 筋の収縮 

(９) 体表から触知できる骨格部分 (10) 体表から触知できる大きな筋 

２ 情報の受容と処理                     （10 時間） 

(１) 神経系の構造と機能   (２) 脊髄と脳神経 

(３) 脳の高次機能       (４) 運動機能と下行伝導路 

(５) 感覚機能と上行伝導路  (６) 眼の構造と視覚 

(７) 耳の構造と聴覚・平衡覚 (８) 味覚と嗅覚 

(９) 疼痛（痛み） 

３ 外部環境からの防御                     （４時間） 

(１) 皮膚の構造と機能   (２) 生体の防御機構 

(３) 体温とその調節 

４ 生殖・発生と老化のしくみ                  （６時間） 

(１) 男性生殖器      (２) 女性生殖器 

(３) 受精と胎児の発生 (４) 成長と老化 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門基礎分野 －人体の構造と機能〔１〕－ 解剖生理学 

医学芸術社：新訂版 人体解剖学ビジュアル 

廣川書店：カラースケッチ解剖学 第４版 

医学書院：看護師国家試験 解剖生理学クリアブック 第２版 

医学書院：目で見るからだのメカニズム 

備考  



科目区分 専門基礎分野 授業科目 生化学 

講師名 1 名 実務経験の有無 ― 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：人間の生命現象の基本となる生体を構成する物質とその代謝を理解する。 

目標： １ 生体を構成する物質の細胞内における合成と分解を理解する。 

２ 遺伝情報の伝達と調節を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 生化学を学ぶための基礎                     （４時間） 

(１) 生体をつくる元素 

(２) 生体分子の構造と特徴 

(３) 複雑な分子の構造 

(４) イオンとプロトン 

(５) 酸と塩基 

(６) 細胞の構造と機能                             （６時間） 

ア 人体の成り立ち 

イ 細胞の数・大きさ・形状 

ウ 細胞の構造 

２ 生体を構成する物質                             （８時間） 

（１） 糖質 

（２） 脂質 

（３） タンパク質 

（４） 核酸 

（５） 水と無機質 

（６） 血液と尿 

（７） ホルモンと生理活性物質 

３ 生体内の物質代謝                                （８時間） 

（１） 代謝のあらまし 

（２） 酵素 

（３） ビタミンと補酵素 

（４） 糖質代謝 

（５） 脂質代謝 

（６） タンパク質代謝 

（７） 核酸代謝 

（８） ポルフィリン代謝 

（９） 代謝異常  

４ 個体間の形質伝達としての遺伝                      （４時間） 

（１） 遺伝情報 

（２） 複製・転写・翻訳 

（３） ＤＮＡの損傷と修復 

評価方法 筆記試験 



テキスト 医学書院：専門基礎分野 人体の構造と機能〔２〕生化学 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門基礎分野 授業科目 病理学Ⅰ 

講師名 7 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：病気の原因，臓器・組織の形態や機能の変化と，これらに必要な診断・治療の概 

要及び病気・治療が生体に与える影響を理解する。 

目標： １ 病気の原因と臓器・組織の基本病変を理解する。 

２ 形態・機能に起こる病態と診断法・治療法を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 病理学総論                        （12 時間） 

(１) 細胞・組織に生じる異常と修復 

（２） 剖検・生検・細胞診の概要 

(３) 先天異常  (４) 炎症  (５) 免疫  (６) 感染症  (７) 循環障害 

(８) 代謝障害  (９) 腫瘍  (10)  老化と死 

２ 手術療法・麻酔                       

(１) 手術療法                       （４時間） 

ア 手術療法の特徴    イ 手術前検査と評価 

ウ 手術侵襲と生体反応 エ 術後合併症の管理 

(２) 麻酔                         （４時間） 

ア 麻酔法の基礎   イ 麻酔の種類と特徴 

(ｱ) 全身麻酔と生体反応  a 吸入麻酔  b 静脈麻酔 

(ｲ）局所麻酔と生体反応   a 脊椎クモ膜下腔麻酔  b 硬膜外麻酔 

ウ 麻酔の周手術期管理 

３ 放射線療法                        （６時間） 

(１) 放射線療法概論 

ア 放射線の種類  イ 放射線防護  ウ 有害事象 

(２) 放射線診断 

ア X 線検査  イ CT  ウ MRI  エ 核医学検査（RI・PET 検査） 

オ 超音波検査 

(３) 放射線治療の種類と対象 

４ リハビリテーション療法                  （４時間） 

(１) リハビリテーションの目的    (２) リハビリテーションの方法 

ア 理学療法  イ 作業療法  ウ 言語療法 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進〔１〕病理学  

医学書院：目で見るからだのメカニズム 

医学書院：臨床外科看護総論 

ヌーヴェルヒロカワ：臨床病態学 総論 第２版 

備考  

 
 



科目区分 専門基礎分野 授業科目 病理学Ⅱ 

講師名 4 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：病気の原因，臓器・組織の形態や機能の変化と，これらに必要な診断・治療の概 

要及び病気・治療が生体に与える影響を理解する。 

目標： １ 病気の原因と臓器・組織の基本病変を理解する。 

２ 形態・機能に起こる病態と診断法・治療法を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 循環器系のおもな疾患の病態・診断法・治療法        （10 時間） 

(１) 虚血性心疾患                      

ア 狭心症           イ 心筋梗塞 

(２) 弁膜症   (３) 心不全 

(４) 血圧異常  ア 高血圧  イ 低血圧 

(５) 不整脈   (６) 動脈系疾患  ア 大動脈瘤 

２ 呼吸器系のおもな疾患の病態・診断法・治療法        （８時間） 

(１) 感染症     ア インフルエンザ   イ 結核 

(２) 間質性疾患 ア 間質性肺炎            

(３) 肺血栓症 

(４) 呼吸調節に関する疾患 

ア 過換気症候群        イ 睡眠時無呼吸症候群 

(５) 肺腫瘍 

(６) 胸膜の疾患 

ア 胸膜炎           イ 自然気胸 

３ 脳神経系のおもな疾患の病態・診断法・治療法        （12 時間） 

(１) 脳疾患      ア クモ膜下出血   イ 脳腫瘍    ウ 水頭症 

(２) 脊髄疾患      ア 脊髄血管障害   イ 脊髄炎 

(３) 末梢神経障害  ア ギラン･バレー症候群 

(４) 神経・筋疾患 

ア 重症筋無力症        イ 筋ジストロフィー 

ウ 筋萎縮性側索硬化症 

(５) 脱髄・変性疾患  ア 多発性硬化症 

(６) 脳・神経系の感染症   ア 脳炎     イ 髄膜炎 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅱ成人看護学〔２〕呼吸器 

医学芸術社・医学書院：新訂版 人体解剖学ビジュアル・○目で見るからだのメ

カニズム第２版 

医学書院：専門分野Ⅱ成人看護学〔３〕循環器 

医学書院：専門分野Ⅱ成人看護学〔７〕脳・神経 

備考  



科目区分 専門基礎分野 授業科目 病理学Ⅲ 

講師名 8 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：病気の原因，臓器・組織の形態や機能の変化と，これらに必要な診断・治療の概 
要及び病気・治療が生体に与える影響を理解する。 
目標： １ 病気の原因と臓器・組織の基本病変を理解する。 

２ 形態・機能に起こる病態と診断法・治療法を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 消化器系のおもな疾患の病態・診断法・治療法         （８時間） 
(１) 食道疾患       ア 食道がん 
(２) 胃十二指腸疾患  ア 胃十二脂腸潰瘍     イ 胃がん 
(３) 腸疾患            
ア 腹膜炎    イ イレウス  ウ 潰瘍性大腸炎   エ クローン病 
オ 結腸がん  カ 直腸がん 
(４) 肝臓・胆嚢疾患 
ア 肝炎    イ 肝硬変症 
ウ 肝がん   エ 胆石症   オ 胆嚢炎            
(５) 膵臓疾患  ア 膵炎     イ 膵がん 
２ 代謝･内分泌系のおもな疾患の病態・診断法・治療法       （６時間） 
(１) 内分泌疾患 
ア 下垂体の疾患        イ 甲状腺の疾患 
ウ 副甲状腺の疾患       エ 副腎疾患   オ 多発性内分泌腫瘍 
(２) 代謝疾患 
ア 糖尿病      イ 高脂血症  ウ 肥満症   エ 尿酸代謝障害 
オ メタボリックシンドローム  
３ 腎･泌尿器系のおもな疾患の病態・診断法・治療法        （８時間） 
(１) 腎不全                           
(２) 原発性糸球体腎炎 
ア 糸球体腎炎          イ ネフローゼ症候群 
(３) 尿路・性器の感染症 
ア 腎盂腎炎           イ 膀胱炎 
(４) 尿路の通過障害と機能障害    ア 水腎症           
(５) 尿路・性器の腫瘍 
   ア 腎実質腫瘍   イ 膀胱腫瘍   ウ 前立腺がん 
４ 生殖器系のおもな疾患の病態・診断法・治療法         （８時間） 
(１) 子宮疾患  ア 子宮がん イ 子宮筋腫 ウ 子宮内膜症 エ 絨毛性疾患 
(２) 卵管，卵巣疾患 
ア 卵管炎     イ 子宮外妊娠   ウ 卵巣がん 
(３) 骨盤腹膜および骨盤結合織疾患    (４) 乳腺疾患 
(５) 乳がん，乳腺良性腫瘍            (６) 機能的疾患 
   ア 月経異常，月経随伴症状     イ 不妊症   ウ 不育症 
(７) 性感染症  ア 梅毒   イ 淋病  ウ 尖圭コンジローマ   
エ トリコモナス症  オ クラミジア感染症  カ 単純ヘルペス感染症 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅱ成人看護学〔５〕消化器 

医学芸術社・医学書院：新訂版 人体解剖学ビジュアル・○目で見るからだのメカ



ニズム第２版 

医学書院： 

医学芸術社・医学書院： 

医学書院： 

ヌーヴェルヒロカワ： 

医学芸術社・医学書院： 

医学書院： 

医学芸術社・医学書院： 

医学書院： 

医学芸術社・医学書院： 

医学書院： 

ヌーヴェルヒロカワ 

医学芸術社・医学書院 

医学書院 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門基礎分野 授業科目 病理学Ⅳ 

講師名 9 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：病気の原因，臓器・組織の形態や機能の変化と，これらに必要な診断・治療の概 
要及び病気・治療が生体に与える影響を理解する。 
目標： １ 病気の原因と臓器・組織の基本病変を理解する。 

２ 形態・機能に起こる病態と診断法・治療法を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 血液･造血器系のおもな疾患の病態・診断法・治療法      （６時間） 

(１) 赤血球の異常 

ア 貧血   イ 鉄欠乏性貧血  ウ 再生不良性貧血   エ 溶血性貧血 

(２) 白血球の異常 

ア 白血球増加症   イ 白血球減少症 

(３) 造血器腫瘍   ア 白血病      イ 悪性リンパ腫 

(４) 異常タンパク血症 ア 多発性骨髄腫 

(５) 出血性疾患 

ア 特発性血小板減少性紫斑病     イ 血友病 

ウ 播種性血管内凝固症候群（DIC） 

２ 骨･関節系のおもな疾患の病態・診断法・治療法        （10 時間） 

(１) 外傷性疾患 

ア 骨折       イ 脱臼    ウ 捻挫および打撲     エ 脊髄損傷 

オ アキレス腱断裂    カ 半月板損傷 

(２) 内因性疾患 

ア 骨･関節の炎症性疾患  化膿性関節炎，脊髄カリエス，変形性関節症 

イ 骨腫瘍 

ウ 脊椎の疾患      脊髄分離症，腰椎椎間板ヘルニア，骨粗鬆症 

エ 下肢の疾患      骨端症，大腿骨頭辷り症 

３ 免疫系のおもな疾患の病態・診断法・治療法          （６時間） 

(１) 膠原病 

ア 全身性エリテマトーデス     イ 関節リウマチ 

ウ 強皮症        エ シェーグレン症候群   オ ベーチェット病 

(２) アレルギー性疾患 

ア 薬物アレルギー    イ アナフィラキシー 

(３) 感染症          

ア HIV 感染症       イ 日和見感染症    ウ MRSA 

４ 感覚系のおもな疾患の病態・診断法・治療法          （８時間） 

(１) 耳鼻咽喉疾患                                                

ア 耳疾患   中耳炎，メニエール病 

イ 鼻疾患   副鼻腔炎，ウェゲナー肉芽腫症，上顎がん，アレルギー性鼻炎 

ウ 咽喉頭疾患   喉頭炎，上咽頭がん，声帯ポリープ，喉頭がん 

(２) 眼疾患 

ア 緑内障     イ 白内障   ウ 結膜疾患     エ 網膜疾患 

(３) 歯・口腔疾患 

ア 齲歯        イ 歯周疾患   ウ 唾液腺疾患    エ 嚢胞 



オ 口腔粘膜疾患 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅱ成人看護学〔４〕血液 造血器 

医学芸術社・医学書院：新訂版 人体解剖学ビジュアル・○目で見るからだのメ

カニズム第２版 

ヌーヴェルヒロカワ：臨床病態学 ３巻 第２版 

医学書院：専門分野Ⅱ成人看護学〔11〕アレルギー膠原病感染症 

医学書院：専門分野Ⅱ成人看護学〔10〕運動器 

医学書院：専門分野Ⅱ成人看護学〔14〕耳鼻咽喉 

医学書院：専門分野Ⅱ成人看護学〔13〕眼 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門基礎分野 授業科目 微生物学 

講師名 1 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：微生物の特徴と人間の健康に及ぼす影響及び対応について理解する。 

目標： １ 微生物の種類と性質の理解を深める。 

２ 感染と感染防御を理解する。 

３ 病原微生物が生体に及ぼす影響を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 微生物学の基礎 

(１) 微生物と微生物学                      （６時間） 

   ア 微生物の性質          イ 微生物と人間 

ウ 微生物の対象と目的      エ 微生物学の歩み 

(２) 細菌の性質 

ア 細菌の形態と特徴        イ 培養環境と栄養 

ウ 細菌の遺伝           エ 細菌の分類 

オ 常在細菌叢 

(３) 真菌の性質 

ア 真菌の形態と特徴        イ 真菌の増殖 

(４) 原虫の性質 

ア 原虫の特徴と基本構造     イ 病原原虫の種類    

ウ 原虫の感染 

（５）ウイルスの性質 

ア ウイルスの特徴          イ ウイルスの構造と各部分の機能 

ウ ウイルスの増殖          エ ウイルスの分類 

オ バクテリオファージ 

２ 感染とその防御                          （12 時間） 

(１) 感染と感染症 

ア 微生物感染の機構       イ 感染の成立から発症・治癒まで 

ウ 細菌感染の機構         エ 真菌感染の機構 

オ ウイルス感染の機構 

(２) 感染に対する生体防御機構 

ア 自然免疫のしくみ        イ 獲得免疫のしくみ 

ウ 粘膜免疫のしくみ        エ 徴候と症状 

(３) 感染源・感染経路からみた感染症 

ア 経口感染            イ 経気道感染 



ウ 接触感染            エ 母児感染 

(４) 感染症の予防 

ア バイオハザードとバイオセーフティ 

イ 滅菌と消毒           ウ ワクチンと予防接種 

(５) 感染症の検査と診断 

ア 病原体を検出する方法     イ 生体の反応から診断する方法 

(６) 感染症の治療 

ア 化学療法の基礎         イ 薬剤耐性 

ウ 各種化学療法薬 

(７) 感染症の現状と対策 

３ おもな病原微生物と感染症                     （10 時間） 

(１) 病原細菌と細菌感染症 

   ア グラム陽性球菌         イ グラム陰性球菌 

   ウ グラム陰性好気性桿菌     エ グラム陰性通性桿菌 

   オ カンピロバクター属とヘリコバクター属 

カ グラム陽性桿菌         キ 抗酸菌と放線菌類 

ク 嫌気性菌             ケ スピロヘータ 

コ マイコプラズマ           サ リケッチア目 

シ クラミジア科 

(２) 病原真菌と真菌感染症 

(３) 病原原虫と原虫感染症 

(４) おもなウイルスとウイルス感染症                 （２時間） 

ア DNA ウイルス           イ RNA ウイルス 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進[4] 微生物学 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門基礎分野 授業科目 看護栄養学 

講師名 2 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：人間が健康を保持・増進し，疾病の予防，健康を回復するために必要な栄養の基礎的知

識を理解する。 

目標： １ 栄養の意義と必要性を理解する。 

２ 発達段階に応じた栄養の特徴を理解する。 

３ 健康を回復するために必要な栄養を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 栄養と看護                            （４時間） 

(１) 看護における栄養の位置づけ 

(２) 人間にとっての栄養の意義 

ア QOL と食生活           イ ライフサイクルと栄養 

２ 生活活動と栄養                         （６時間） 

(１) 栄養素の役割 

ア たんぱく質            イ 脂質 

ウ 炭水化物             エ ビタミン 

オ ミネラル             カ 水 

（２） 日本人の食事摂取基準 

（３） 生活活動を支える栄養の量 

ア 推定エネルギー必要量       イ エネルギー摂取基準の算定法 

ウ 発達段階毎の基礎代謝量      エ 病人の推定エネルギー必要量 

（４）  生活活動を整える栄養の質 

ア 各栄養素の摂取基準        イ 発達段階に応じた推奨量 

３ 飲食物の取り込みから排泄の過程                  （２時間） 

（１） 口からの取り込み 

（２） 栄養素の消化・吸収 

ア 口腔・胃・腸における消化      イ 栄養素の吸収 

ウ 消化・吸収を促進する条件      エ 実際の吸収率 

（３） 排泄 

４ 健康と栄養                           （４時間） 

(１) 食生活の変遷と栄養状態 

(２) 長寿と栄養 

(３) 運動と栄養 

(４) 食に影響を与える健康問題 



(５) 栄養補助食品の活用 

５ 健康障害時の栄養方法                      （２時間） 

（１） 経口食の食事形態  

（２） 特殊栄養法 

６ 健康の回復のための栄養                      （６時間） 

（１） 肥満のある子どもの栄養 

（２） 食物アレルギーのある人の栄養 

（３） 貧血のある人の栄養 

（４） 胃炎のある人の栄養 

（５） 肝炎のある人の栄養 

（６） 糖尿病のある人の栄養 

（７） 骨粗鬆症のある人の栄養 

（８） 褥瘡のある人の栄養 

（９） 妊娠高血圧症候群のある人の栄養 

７ 栄養状態の評価                          （２時間） 

(１)  栄養状態の評価の目的 

(２)  栄養状態の評価・判定法 

８  セルフケアと食                          （４時間） 

(１)  食教育の目的・方法 

（２)  食習慣をつくる健康教育 

(３)  食行動変容を促す患者教育 

(４)  食生活自立への援助 

(５)  ヘルスプロモーションと食                   

ア ヘルスプロモーションに基づく食    イ 健康日本 21 と食 

９ 現代人の食生活の課題 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医歯薬出版：看護栄養学 第４版 

女子栄養大学出版部：栄養素の通になる 第４版 

備考  

 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門基礎分野 授業科目 薬理学 

講師名 1 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：薬理作用の理解を深め，薬物療法における看護師に必要な能力を養う。 

目標： １ 薬物療法の意義と看護師の役割を理解する。 

２ 薬物の概念と人体への作用機序と有害作用を理解する。 

３ 薬物の取り扱い方と管理の方法を理解する。 

４ 薬物の作用と適用を疾病の成り立ちと関連させて，総合的に理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 薬理学総論                            （８時間） 

(１) 薬物療法の目的 

(２) 薬理作用 

(３) 薬物動態と薬効（吸収～排泄） 

(４) 薬効に影響を及ぼす要因 

(５) 薬の有害作用 

(６) 薬の適用 

(７) 薬務法 

ア 薬事法             イ 毒物及び劇物取締法 

ウ 麻薬及び向精神薬取締法 

(８) 薬物療法における看護師の役割 

(９) 看護業務に必要な薬の知識（単位，処方せん，添付文書） 

２ 主な薬物の作用機序，適用法，人体への影響            （19 時

間） 

(１) 感染症薬 

(２) 抗悪性腫瘍薬 

(３) 免疫治療薬，抗アレルギーおよび抗炎症薬 

(４) 末梢神経系作用薬 

(５) 中枢神経系作用薬 

(６) 心臓・血管系作用薬 

(７) 呼吸器系作用薬 

(８) 消化器系作用薬 

(９) 生殖器系作用薬 

(10) 代謝作用薬 

(11) 外用薬（皮膚科用薬，眼科用薬） 

(12) 救急の際に使用する薬 

(13) 漢方薬 

(14) 消毒薬 

３ 特徴的な薬物療法                        （２時間） 

(１) 輸液（高カロリー輸液を含む） 

(２) 輸血用血液製剤 

評価方法 筆記試験 



テキスト メディカ出版：ナーシング・グラフィカ 疾病の成り立ち② 臨床薬理学 第４版 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門基礎分野 授業科目 社会福祉 

講師名 2 名 実務経験の有無 ― 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 2 年次 

目的：社会福祉と社会保障の概念及び保健医療との関連，看護に必要な社会保障制度と社会

福祉サービスを理解する。 

目標： １ 社会福祉の概念と動向を理解する。 

２ 社会保障制度のしくみを理解する。 

３ 社会福祉の対象と制度を理解する。 

４ 社会福祉サービスと保健医療の連携を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 社会福祉の変遷                         （２時間） 

２ 社会福祉と社会保障                       （４時間） 

(１) 社会保障制度の概念 

(２) 社会福祉の法制度 

(３) 社会保障・社会福祉の動向 

３ 社会保障制度のしくみ                      （８時間） 

(１) 医療保障制度 

(２) 介護保障制度 

(３) 所得保障制度 

(４) 公的扶助制度 

   ４ 社会福祉の分野とサービス                     （８時間） 

(１) 高齢者福祉 

(２) 障害者福祉 

(３) 児童家庭福祉 

５ 社会福祉と保健・医療との連携                   （８時間） 

(１) 医療提供システムの変化と連携の課題 

(２) 医療・看護・福祉の連携の実際 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門基礎分野 健康支援と社会保障制度〔３〕社会福祉 

備考  

 
 
 
 



科目区分 専門基礎分野 授業科目 関係法規 

講師名 1 名 実務経験の有無 ― 

単位数(時間) １単位（15 時間） 開講年次 2 年次 

目的：人々の健康を守るためのサービス提供機関と従事者の役割・機能に関する基本的な 

法令を理解する。 

目標： １ 保健・医療・福祉に関する制度や法令の概要を理解する。 

２ 保健・医療・福祉における看護師の法的責任と役割を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 法の概念                             （２時間）    

(１) 法の概念 

(２) 法の種類と構造 

(３) 権利・義務という概念 

(４) 法の世界と解釈 

(５) 法の限界   

２ 衛生法と厚生行政のしくみ                    （２時間） 

(１) 衛生法の概念 

(２) 衛生法の沿革 

(３) 衛生法の分類 

(４) 厚生行政のしくみ 

３ 医事法                             （８時間） 

(１) 保健師助産師看護師法 

(２) 看護師等の人材確保の促進に関する法律 

(３)  医師法 

(４) 薬剤師法 

(５) 医療法 

(６) 臓器の移植に関する法律 

(７)  死産の届出に関する規程 

４ 看護師の法的責任                        （３時間） 

(１)  民事上の責任 

(２) 刑事上の責任 

(３) 行政上の責任 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門基礎分野 健康支援と社会保障制度〔３〕社会福祉 

備考  



科目区分 専門基礎分野 授業科目 公衆衛生学 

講師名 1 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 2 年次 

目的：公衆衛生の考え方，生活者の健康増進に対応した法制度及び総合的な健康づくりを推進 

する方法を理解する。 

目標： １ 公衆衛生の目的，方法を理解する。 

２ 集団の健康状態を把握する健康指標や調査データの疫学的な見方を理解する。 

３ 健康生活に関連する生活環境因子や対策を理解する。 

４ 保健活動と衛生行政の概要を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 公衆衛生の理念                         （5 時間） 

(１) 公衆衛生の目的とその方法 

(２) 健康の概念 

(３) プライマリヘルスケア 

(４) ヘルスプロモーション 

２ 公衆衛生の技術                         （７時間） 

(１) 疫学的方法による健康の理解 

(２) 健康に関連した指標 

(３) 健康と生活環境被害 

(４) 健康教育 

３ 公衆衛生と地域保健                       （18 時間） 

(１) 母子保健 

(２) 成人・老人保健 

(３) 精神保健 

(４) 難病保健 

（５） 感染症 

(６) 学校保健 

(７) 産業保健 

(８) 災害保健 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門基礎分野 健康支援と社会保障制度〔２〕公衆衛生 

財）厚生統計協会：厚生の指標 臨時増刊 国民衛生の動向 

備考  

 
 



科目区分 専門基礎分野 授業科目 保健医療論 

講師名 2 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：今日の保健医療の動向と社会変化における新しい医療の展開上の課題を理解する。 

目標： １ 保健医療の変遷と社会の変化における医療技術の現状を理解する。 

２ 臨床における倫理的問題を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 医療と看護の原点                        （２時間） 

（１） 命について考える 

（２） 病の体験 

（３） 癒しの行為と癒しの知 

（４） チーム医療とマネジメント 

２ 医療の歩みと医療観の変遷          （２時間） 

（１） 現代医学の起源 

（２） 我が国の医療がたどってきた道 

（３） 医療観のうつりかわりとこれからの医療観 

３ 私たちの生活と健康             （４時間） 

（１） わが国の医療供給体制 

（２） 少子高齢化社会と世代間のきずな 

（３） 障害者のノーマライゼーションと社会的包摂 

（４）心の健康と精神医療 

４ 科学技術の進歩と現代医療の最前線      （２時間） 

（１） がん診療 

（２） 移植医療 

（３） 人工臓器の開発 

（４） 再生医療 

（５） 画像診断装置の進歩 

５ 現代医療の新たな課題                 （５時間） 

（１）医原病 

（２）インフォームドコンセントと医療情報の開示 

（３）患者の安全 

（４）医療の管理と評価 

（５）情報化社会と医療 

６ 現代医療における課題                     （15 時間） 

（１） 医療の進歩と倫理 



ア 医師の倫理                   イ 看護師の倫理 

（２） 医療における患者の権利 

ア 患者の権利尊重の背景         イ 患者の権利主張とその承認 

ウ 患者の自己決定権 

（３） 真実告知 

ア 癌告知に対する諸外国と日本の相違 

イ 死の受容と医師の責務 

７ 先端医療と倫理問題 

（１） 脳死と臓器移植 

（２） 延命治療 

（３） 体外受精と出生前診断 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門基礎分野 健康支援と社会保障制度〔1〕総合医療論 

医学書院：別巻 看護倫理 

備考  

 


